
 

GS-025 

 

コナナガシンクイ 
 

分類：コウチュウ目(鞘翅目) 

ナガシンクイムシ科 

 

学名：Rhizopertha dominica            

 

英名：Lesser grain borer 

 

■解説 

本種は、良く発達した大顎を持ち、米、麦を破壊的に加害するが、加工食品での被害は少ない。

穀粒間に産卵された卵から孵化した幼虫は、成長に伴い穀粒の内部に潜入する。越冬は、成虫、

幼虫の両ステージで行われるが、木材中に穿孔して越冬する習性のある成虫では越冬効率が幼虫

よりも良い場合がある。また、本種の増殖による発熱で穀温が上昇した場合は、冬期においても

繁殖を継続することがある。 

 

■体長 ■産卵数 

卵  ：0.52±0.02×0.20±0.01mm１) 産卵数/生涯： 

幼虫：3～4mm（終齢）２) 平均 244 卵（25℃）3） 

蛹  ：3mm 前後 2) 平均 418 卵（34℃）3） 

成虫：3mm 前後 2)  

2～3 ㎜前後 3） ■発育零点（発育停止温度） 

 約 16.5℃（含水量 14％小麦 70％R.H.）5〉 

■ライフサイクル 

（温度 26℃、湿度 65％飼育条件下）6〉 

卵 
幼虫 

蛹 
卵～成虫 

平均日数 1 齢期間 2 齢期間 3 齢期間 4 齢期間 

12～18 日 8～47 日 4～29 日 10 日 10 日 平均 6.5 日 平均 58 日 

（小麦、34℃、70％RH） 

卵４) 幼虫 3) 蛹 3) 
卵～成虫 

平均日数 

4～10 日 約 17 日 約 13 日 ― 
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